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一
、
漢
朝
の
徳
運 

(

1) 

顧
頡
剛
「
五
徳
終
始
説
下
的
政
治
和
歴
史
」
（『
古
史
辨
』
第
五
冊
下
、
上
海
古
籍

出
版
社
、
一
九
八
二
年
）、
楊
向
奎
「
漢
初
属
徳
」（
『
西
漢
経
学
与
政
治
』、
独
立
出
版

社
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
楊
権
「
五
徳
終
始
理
論
与
西
漢
前
期
徳
制
的
演
変
」
（
『
新
五
徳

理
論
与
両
漢
政
治
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
等
。 

(

2) 

例
え
ば
、
楊
権
氏
前
掲
論
文
は
、
秦
朝
の
統
治
の
中
心
地
が
西
方
だ
っ
た
か
ら
「
白

帝
子
」
で
あ
り
、
劉
邦
が
起
兵
し
た
の
が
南
方
だ
っ
た
か
ら
「
赤
帝
子
」
で
あ
る
と
見

な
さ
れ
た
と
言
う
。 

(

3) 

前
章
第
一
節
を
参
照
。 

(

4) 

か
つ
、
後
に
は
祭
祀
の
対
象
が
白
帝
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
宣
公
が
青
帝
を
祀
る
密

畤
、
霊
公
が
黄
帝
を
祀
る
上
畤
と
炎
帝
を
祀
る
下
畤
を
造
り
、
劉
邦
が
関
陝
に
入
っ
た

時
に
は
白
帝
・
青
帝
・
黄
帝
・
赤
帝
の
四
帝
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う
（
『
史
記
』
巻

二
十
八 

封
禅
書
）
。
『
史
記
』
封
禅
書
に
よ
れ
ば
、
献
公
期
に
覇
王
出
現
の
予
言
と
共

に
「
金
瑞
」
を
得
た
と
あ
る
が
、
そ
の
後
も
金
徳
の
制
度
を
整
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
始

皇
帝
に
よ
る
「
水
徳
」
認
定
へ
到
る
。
す
な
わ
ち
、
鄒
衍
の
五
徳
終
始
説
に
基
づ
い
て

金
徳
を
自
認
し
た
こ
と
は
無
か
っ
た
。 

(

5) 

た
だ
し
、
前
章
第
三
節
の
注
で
言
及
し
た
通
り
、
始
皇
帝
の
水
徳
自
認
と
そ
れ
に

基
づ
く
制
度
変
革
に
つ
い
て
は
、
漢
朝
の
土
徳
を
主
張
す
る
漢
人
に
よ
る
捏
造
と
い
う

説
が
あ
る
。
し
か
し
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
政
治
的
意
図
に
基
づ
く
記
述
だ
っ
た
と
し
て

も
、
『
史
記
』
が
秦
水
徳
説
の
他
に
、
秦
襄
公
の
白
帝
祭
祀
や
劉
邦
の
白
蛇
退
治
を
も

記
録
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
が
秦
水
徳
・
漢
土
徳
と
い
う
彼
ら
の
主
張
を
損
な
わ

な
い
も
の
だ
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

6) 

岩
本
憲
司
氏
は
、
秦
が
「
白
帝
」「
青
帝
」「
黄
帝
」「
炎
帝
」
を
祀
っ
た
こ
と
を
「
所

謂
五
行
説
と
は
關
係
が
あ
っ
て
も
、
五
徳
終
始
説
と
は
關
係
が
な
い
」
「
こ
れ
ら
は
、

方
位
・
夢
・
符
瑞
な
ど
の
し
る
し
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
々
で
色
を
決
め
た
も
の
に
過
ぎ

な
い
」
と
言
う
。
ま
た
、
劉
邦
が
黒
帝
祠
を
建
て
た
り
、
文
帝
が
五
畤
を
祀
っ
た
り
五

帝
廟
を
祀
っ
た
り
す
る
際
に
赤
を
用
い
た
の
も
、
ま
た
同
様
の
「
単
純
な
理
由
に
よ
っ

た
」
と
す
る
。
更
に
、
秦
か
ら
文
帝
期
ま
で
こ
う
い
っ
た
流
れ
が
続
い
て
い
た
こ
と
か

ら
、
始
皇
帝
に
よ
る
水
徳
採
用
の
話
は
「
中
間
の
一
点
の
み
で
實
施
さ
れ
、
後
は
舊
に

も
ど
っ
た
、
と
い
う
の
は
奇
妙
」
で
あ
る
の
で
「
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
述
べ
る
（
「
相

勝
か
ら
相
生
へ
―
―
両
漢
に
於
け
る
五
徳
終
始
説
の
變
遷
に
關
す
る
一
般
公
式
―
―
」
、

『
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
科
報
』
第
二
十
五
号
、
一
九
九
七
年
）。 

(

7) 

む
し
ろ
、
「
水
徳
の
瑞
を
獲
た
」
と
す
ら
考
え
て
い
た
と
い
う
（『
史
記
』
巻
二
十

六 

暦
書
）
。
ま
た
、
漢
朝
草
創
期
か
ら
呂
后
期
に
か
け
て
は
、
改
制
に
ま
で
は
し
ば
ら

く
手
が
回
ら
な
か
っ
た
た
め
、
秦
の
暦
・
服
色
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
と
も
い
う
（
同
暦

書
、『
漢
書
』
巻
二
十
五
下 

郊
祀
志
下 

賛
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
祖
が
徳
運
の
変
遷

を
根
拠
に
し
た
改
制
を
な
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 

(

8) 

な
お
、
沈
約
は
五
行
相
生
の
論
理
を
用
い
、
「
赤
帝
子
＝
土
徳
漢
」
「
白
帝
子
＝
水

徳
秦
」
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
鄒
衍
の
五
徳
終
始
説
に
接
続
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

（『
宋
書
』
巻
十
二 

暦
志
上
）。
や
や
苦
し
い
説
で
あ
ろ
う
。 

(

9) 

『
史
記
』
巻
二
十
六 

暦
書
、
巻
二
十
八 

封
禅
書
。 

(

10) 

『
史
記
』
巻
二
十
八 

封
禅
書
、
巻
九
十
六 

張
蒼
列
伝
。 

(

11) 

『
史
記
』
巻
二
十
九 

河
渠
書
。 

(

12) 

『
論
語
』
衛
霊
公
に
「
行
夏
之
時
」
と
い
う
よ
う
に
、
一
月
を
歳
首
と
す
る
夏
の

暦
は
、
評
価
が
高
い
。 

(

13) 

な
お
、
董
仲
舒
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
『
春
秋
繁
露
』
の
三
代
改
制
質
文
篇
に
は
、

よ
り
充
実
し
た
内
容
の
三
統
説
が
見
え
る
。
「
黒
統
（
一
月
が
歳
首
）
―
→
白
統
（
十

二
月
）
―
→
赤
統
（
十
一
月
）
」
と
い
う
モ
デ
ル
で
、
黒
統
の
王
朝
の
制
度
で
は
黒
色

を
多
用
し
、
白
統
の
王
朝
の
制
度
で
は
白
色
を
多
用
し
、
赤
統
の
王
朝
の
制
度
で
は
赤

色
を
多
用
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
実
際
の
王
朝
交
代
に
つ
い
て
は
、
「
夏
（
黒
）
―

→
殷
（
白
）
―
→
周
（
赤
）
―
→
新
王
（
黒
）」
と
す
る
。
文
中
に
は
、「
春
秋
應
天
作

新
王
之
事
、
時
王
黒
統
、
正
魯
、
尚
黒
、
絀
夏
、
親
周
、
故
宋
」
と
あ
り
、
『
春
秋
』

が
次
代
の
黒
統
の
王
者
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。 

顧
頡
剛
氏
は
、
太
初
の
改
制
が
五
徳
終
始
に
基
づ
く
服
色
（
土
徳
は
黄
色
を
尊
ぶ
）

を
採
用
し
な
が
ら
、
一
方
で
そ
れ
と
矛
盾
す
る
服
色
規
定
（
黒
統
は
黒
色
を
尊
ぶ
）
を

持
つ
三
統
説
を
採
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
漢
は
黒
統
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
黒
統

は
『
朝
正
服
黒
、
首
服
藻
黒
、
正
路
輿
質
黒
…
…(

中
略)

…
…
』
で
あ
る
の
に
、
こ
こ

で
は
服
飾
は
黄
を
尊
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
矛
盾
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
批
判
す

る
（「
五
徳
終
始
説
下
的
政
治
和
歴
史
」）。
し
か
し
、
司
馬
遷
等
の
述
べ
る
三
統
説
は
、

色
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
ら
ず
、
五
徳
終
始
と
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い
。 

そ
も
そ
も
、
司
馬
遷
等
が
『
春
秋
繁
露
』
三
代
改
制
質
文
を
踏
ま
え
て
い
た
か
否
か

も
、
実
は
定
か
で
は
な
い
。『
史
記
』
巻
四
十
七 

孔
子
世
家
に
は
、
孔
子
の
『
春
秋
』
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制
作
に
つ
い
て
「
乃
因
史
記
、
作
春
秋
、
上
至
隠
公
、
下
訖
哀
公
十
四
年
、
十
二
公
。

據
魯
、
親
周
、
故
殷
、
運
之
三
代
」
と
述
べ
て
お
り
、
前
引
の
三
代
改
制
質
文
の
字
句

に
類
似
し
て
は
い
る
も
の
の
、
三
統
や
新
王
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
孔
子
世

家
全
編
を
見
渡
し
て
も
三
統
・
新
王
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。『
史
記
』・『
漢

書
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
考
え
る
限
り
、
司
馬
遷
等
の
考
え
る
三
統
と
は
、
歳
首
を
何

月
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
色
に
つ
い
て
の
規
定
を
意
識
し
て
い
た
か
は
不
明

で
あ
る
。 

『
礼
記
』
檀
弓
上
に
は
「
夏
后
氏
尚
黑
、
大
事
斂
用
昏
、
戎
事
乘
驪
、
牲
用
玄
。
殷

人
尚
白
、
大
事
歛
用
日
中
、
戎
事
乘
翰
、
牲
用
白
。
周
人
尚
赤
、
大
事
斂
用
日
出
、
戎

事
乘
騵
、
牲
用
騂
」
と
あ
り
、
夏
が
黒
を
重
ん
じ
、
殷
が
白
を
重
ん
じ
、
周
が
赤
を
重

ん
じ
た
と
い
う
伝
承
自
体
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
暦
に
つ
い
て
は

言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、『
尚
書
大
伝
』
で
は
、「
夏
以
孟
春
月
爲
正
、
殷
以
季
冬
月

爲
正
、
周
以
仲
冬
月
爲
正
」（『
白
虎
通
義
』
三
正
所
引
）、「
周
人
以
日
至
爲
正
、
殷
人

以
日
至
後
三
十
日
爲
正
、
夏
人
以
日
至
後
六
十
日
爲
正
。
天
有
三
統
、
土
有
三
王
。
三

王
者
、
所
以
統
天
下
也
」（
『
尚
書
正
義
』
周
書 
微
子
之
命 

疏
所
引
）
の
よ
う
に
、
三

統
に
つ
い
て
明
言
し
て
い
る
が
、
三
色
に
つ
い
て
述
べ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
太
初
改
暦
に
伴
う
尚
色
の
変
更
に
於
い
て
、
三
統
と
五
徳
終
始
と
は

衝
突
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
石
合
香
氏
は
、
太
初
改
暦
の
主
導
理

念
が
五
徳
終
始
説
で
あ
り
三
統
説
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
上
で
、
改
暦
が
あ
た
か
も
三

統
説
に
則
っ
て
行
わ
れ
た
か
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
班
固

に
よ
る
巧
み
な
資
料
操
作
の
た
め
で
あ
る
」
と
推
論
す
る
（
「
秦
漢
期
の
受
命
改
制
―

―
五
徳
終
始
説
と
三
正
説
に
よ
る
検
討
」
、
『
東
方
学
の
新
視
点
』
、
五
曜
書
房
、
二
〇

〇
三
年
）
。
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
も
説
明
で
き
る
が
、
あ
ま
り
安
易
に
資
料
の
操

作
や
捏
造
と
い
う
断
定
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

(

14) 

例
え
ば
、『
史
記
』
巻
一
百
三
十 

太
史
公
自
序
に
は
、『
春
秋
』
に
つ
い
て
二
人
が

交
わ
し
た
問
答
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

二
、
時
令 

(

1) 

銀
雀
山
漢
墓
の
埋
葬
年
代
は
漢
の
武
帝
初
期
、
竹
簡
の
抄
写
年
代
は
景
帝
期
か
ら

武
帝
初
期
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
情
況
簡
介
」
（
『
銀
雀
山
漢
墓
竹

簡
（
壱
）』、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。 

(

2) 

『
三
十
時
』
の
構
成
・
内
容
に
つ
い
て
は
、
李
零
「
読
銀
雀
山
漢
簡
《
三
十
時
》
」

（『
中
国
方
術
続
考
』、
東
方
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
が
詳
し
く
整
理
し
て
い
る
。 

(

3) 

五
声
の
五
行
へ
の
配
当
に
つ
い
て
は
、
武
田
時
昌
「
五
音
と
五
行
」
（『
陰
陽
五
行

の
サ
イ
エ
ン
ス 

思
想
編
』、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
）
に
詳
し
い
。

武
田
氏
は
、
月
令
型
と
幼
官
型
の
他
に
、
鶡
冠
子
型
（
『
鶡
冠
子
』
泰
鴻
・
放
馬
灘
秦

簡
『
日
書
』・
孔
家
坡
漢
簡
『
日
書
』
に
見
え
る
）
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

(

4) 

『
皇
覧
』
は
魏
の
文
帝
期
に
編
纂
さ
れ
た
類
書
で
、
散
佚
し
て
い
る
が
、
そ
の
引

文
が
諸
文
献
に
散
見
さ
れ
る
。『
続
漢
書
』
志
八 

祭
祀
志
中 

劉
昭
注
引
『
皇
覧
』「
迎

禮
。
春
夏
秋
冬
之
樂
、
又
順
天
道
。
是
故
距
冬
至
日
四
十
六
日
、
則
天
子
迎
春
於
東
堂
、

距
邦
八
里
、
堂
高
八
尺
、
堂
階
三
等
、
青
税
八
乘
、
旗
尾
尚
青
、
田
車
載
矛
、
號
曰
助

天
生
。
唱
之
以
角
、
舞
之
以
羽
翟
、
此
迎
春
之
樂
也
。
自
春
分
數
四
十
六
日
、
則
天
子

迎
夏
於
南
堂
、
距
邦
七
里
、
堂
高
七
尺
、
堂
階
二
等
、
赤
税
七
乘
、
旗
旄
尚
赤
、
田
車

載
㦸
、
號
曰
助
天
養
。
唱
之
以
徴
、
舞
之
以
鼓
鞉
、
此
迎
夏
之
樂
也
…
…
」 

『
太
平

御
覧
』
巻
五
百
二
十
八 

礼
儀
部
七
引
『
皇
覧
』
も
ほ
ぼ
同
様
。
な
お
、
同
様
の
迎
気

説
を
含
む
文
章
が
、
『
洪
範
五
行
伝
』
の
輯
本
の
中
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か

に
『
洪
範
五
行
伝
』
に
元
々
備
わ
っ
て
い
た
記
述
で
は
な
く
、
恐
ら
く
は
後
漢
以
降
の

説
で
あ
る
。
第
五
章
第
二
節
を
参
照
。 

(

5) 

前
漢
末
期
以
降
の
時
令
説
に
於
い
て
は
、
十
二
紀
の
系
統
に
連
な
る
『
明
堂
月
令
』

（
後
の
『
礼
記
』
月
令
）
が
諸
儒
や
王
莽
に
よ
る
推
進
を
受
け
て
圧
倒
的
に
優
勢
と
な

る
。
そ
の
結
果
、
『
皇
覧
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
迎
気
の
礼
は
、
文
面
が
『
迎
四
時
』

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
に
も
拘
ら
ず
、
五
声
の
配
当
は
十
二
紀
に
合
致
す
る
よ
う
に
入
れ

替
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

(

6) 

な
お
、
火
が
水
に
負
け
る
が
、
火
の
子
で
あ
る
土
が
水
に
勝
ち
、
報
復
す
る
と
い

っ
た
論
理
は
、
後
の
『
白
虎
通
義
』
五
行
に
も
見
え
る
（
「
子
之
復
讎
、
何
法
。
法
土

勝
水
、
水
勝
火
也
」）。 

(

7) 

「
水
生
木
、
木
生
火
、
火
生
土
、
土
生
金
、
金
生
水
」 

(

8) 

王
引
之
は
、
「
庚
子
受
制
」
を
「
庚
午
受
制
」
の
誤
り
と
見
な
す
（『
淮
南
鴻
烈
集

解
』
天
文
訓 

注
所
引
）
。
壬
子
か
ら
七
十
二
日
後
は
甲
子
で
あ
り
、
そ
の
六
日
後
が
庚

午
で
あ
る
の
で
（
庚
子
の
日
は
三
十
六
日
後
）
、
妥
当
な
説
で
あ
る
。
た
だ
、『
淮
南
子
』

天
文
訓
の
本
文
は
「
○
子
受
制
」
の
政
令
を
説
く
の
み
で
、
「
○
午
受
制
」
の
場
合
に

つ
い
て
は
記
述
が
無
い
。
す
な
わ
ち
、
天
文
訓
の
作
者
が
「
○
午
受
制
」
と
い
う
こ
と

を
想
定
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
従
っ
て
「
庚
子
受
制
」
が
誤
り
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
本
来
「
庚
午
受
制
」
で
あ
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。 

(

9) 

王
引
之
は
、「
七
十
歳
」
の
「
七
」
を
衍
字
と
す
る
（
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』
天
文
訓 

注

所
引
）
。
こ
れ
は
一
年
を
単
純
に
三
百
六
十
六
日
と
し
た
場
合
、
六
十
干
支
と
の
差
が



 76

一
年
で
六
日
、
十
年
で
六
十
日
と
な
り
、
干
支
を
一
周
し
て
甲
子
に
戻
っ
て
来
る
と
い

う
計
算
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
淮
南
子
』
天
文
訓
は
一
年
の
日
数
を
「
三
百
六
十
五
度

四
分
度
之
一
」
と
し
て
お
り
、
三
百
六
十
六
日
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
年
が
「
三

百
六
十
五
度
四
分
度
之
一
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
場
合
、
「
日
冬
至
子
午
（
冬

至
は
子
か
午
の
日
）
」
「
歳
遷
六
日
（
冬
至
の
日
は
前
の
年
の
干
支
か
ら
六
日
分
ず
れ

る
）」
を
十
年
周
期
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

一
年365.25
日
と
「
日
冬
至
子
午
」
「
歳
遷
六
日
」
の366

日
周
期
と
の
間
で
は
、

年
間0.25

日
、
八
年
間
で
六
日
の
誤
差
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
八
年
に
一
回
ず
つ
、「
歳

遷
六
日
」
を
行
わ
な
い
年
を
設
け
れ
ば
こ
の
誤
差
は
解
消
す
る
。
す
な
わ
ち
、
冬
至
が

壬
午
の
年
を
起
点
に
し
た
場
合
、
翌
年
の
冬
至
は
戊
子
、
二
年
後
の
冬
至
は
甲
午
、
七

年
後
の
冬
至
は
甲
子
と
な
る
。
し
か
し
、
八
年
後
は
、
そ
の
ま
ま
六
日
進
め
た
庚
午
と

冬
至
の
日
と
の
間
に
六
日
の
誤
差
が
出
る
の
で
、
六
日
進
め
ず
に
、
七
年
後
の
年
と
同

じ
く
冬
至
を
甲
子
の
日
と
し
、
誤
差
を
解
消
す
る
。
こ
の
よ
う
に
八
年
ご
と
に
「
不
遷

六
日
」
の
年
を
設
け
た
場
合
、
八
十
年
で
一
周
し
て
最
初
の
状
態
に
戻
っ
て
来
る
。 

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
て
も
、
本
文
の
文
字
は
「
八
十
歳
而
復
至
甲
子
」
で

は
な
く
「
七
十
歳
而
復
至
甲
子
」
で
あ
る
の
で
、
や
は
り
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
少

な
く
と
も
、
王
引
之
の
よ
う
に
「
十
歳
而
復
至
甲
子
」
と
見
な
し
、
「
七
」
を
衍
字
と

言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

(

10) 

な
お
、『
春
秋
繁
露
』
治
水
五
行
・
治
乱
五
行
の
両
篇
は
、
七
十
二
日
と
い
う
区
分

方
法
、
具
体
的
な
政
令
や
違
令
に
伴
う
災
異
の
内
容
が
、
い
ず
れ
も
天
文
訓
の
こ
の
部

分
と
一
致
す
る
。
た
だ
、
『
春
秋
繁
露
』
五
行
諸
篇
が
董
仲
舒
の
手
に
成
る
文
章
で
あ

る
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
い
く
つ
か
の
篇
に
つ
い
て
は
、
後

漢
期
以
降
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
第
五
章
第
二
節
を
参
照
。 

(

11) 

八
風
の
説
は
、『
呂
氏
春
秋
』
有
始
覧
に
言
及
さ
れ
て
い
る
他
、
銀
雀
山
漢
簡
に
も

見
え
る
。 

(

12) 

六
芸
略
に
「
明
堂
陰
陽
三
十
三
篇
」「
明
堂
陰
陽
説
五
篇
」
が
著
録
さ
れ
る
他
、
諸

子
略
に
陰
陽
類
二
十
一
家
三
百
六
十
九
篇
が
著
録
さ
れ
、
ま
た
数
術
略
に
も
「
四
時
五

行
經
二
十
六
卷
」「
陰
陽
五
行
時
令
十
九
巻
」
と
い
っ
た
書
目
が
見
え
る
。 

(

13) 

八
風
篇
・
五
祀
篇
・
五
行
篇
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
時
令
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

(

14) 

魏
相
・
李
尋
と
い
っ
た
人
物
が
月
令
を
顕
彰
し
て
お
り
（
『
漢
書
』
巻
七
十
四 

魏

相
伝
、
巻
七
十
五 

李
尋
伝
）、
ま
た
成
帝
の
陽
朔
二
年
の
詔
が
「
其
務
順
四
時
月
令
」

と
述
べ
て
い
る
（
巻
十 

成
帝
紀
）
。
徐
復
観
「
呂
氏
春
秋
及
其
対
漢
代
学
術
与
政
治
的

影
響
」
（
『
新
亜
書
院
学
術
年
刊
』
第
十
四
期
、
一
九
七
二
年
）
、
陳
侃
理
「
従
陰
陽
書

到
明
堂
礼
」
（
『
中
華
文
史
論
叢
』
第
九
十
七
期
、
二
〇
一
〇
年
）
に
詳
し
い
。
な
お
、

馬
場
理
恵
子
「
「
時
」
の
法
令
―
―
前
漢
月
令
攷
―
―
」
（
『
史
窗
』
六
十
四
号
、
二
〇

〇
七
年
）
は
、
前
漢
期
に
時
令
が
教
訓
か
ら
法
令
へ
と
性
格
を
変
え
て
い
っ
た
こ
と
を

論
じ
て
い
る
。
月
令
の
影
響
力
の
増
大
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。 

(

15) 

漢
志
で
は
『
明
堂
陰
陽
』
に
つ
い
て
「
古
明
堂
之
遺
事
」
と
い
う
原
注
を
付
し
て

お
り
、
こ
の
文
献
は
明
堂
に
関
す
る
様
々
な
文
章
を
収
録
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、『
北
史
』
巻
七
十
二 

牛
弘
伝
に
は
「
明
堂
陰
陽
録
曰
、
明
堂
之
制
、
周
圜
行

水
左
旋
、
以
象
天
。
内
有
太
室
、
以
象
紫
宮
」
と
あ
る
。 

鄭
玄
『
三
礼
目
録
』
は
、
『
礼
記
』
の
月
令
・
明
堂
位
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
此
於

別
録
屬
明
堂
陰
陽
記
」「
此
於
別
録
屬
明
堂
陰
陽
」
と
述
べ
て
お
り
（
『
礼
記
正
義
』
所

引
）
、『
礼
記
』
月
令
が
『
明
堂
陰
陽
』
か
ら
採
ら
れ
た
文
章
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

『
明
堂
陰
陽
』
が
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
や
『
礼
記
』
月
令
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
王
応
麟
も
、
「
今
禮
記
月
令
、
於
別
録
中
屬
明
堂
陰
陽
記
、
故
謂
之

明
堂
月
令
」
と
述
べ
、『
礼
記
』
月
令
と
『
明
堂
月
令
』
と
を
同
一
視
し
て
い
る
（
『
漢

芸
文
志
考
証
』
巻
二
）。 

た
だ
、
諸
書
に
残
る
『
明
堂
月
令
』
の
引
文
の
中
に
は
、
「
舫
人
、
習
水
者
」
（
『
説

文
解
字
』
巻
八
下 

舫
、『
太
平
御
覧
』
巻
七
百
七
十
一 

舟
部
四
）
、「
腐
艸
爲
蠲
」（
同 

巻
十
三
上 

蠲
、『
経
典
釈
文
』
爾
雅
音
義 

釈
虫
）
等
、『
礼
記
』
月
令
に
見
え
な
い
字

句
も
あ
る
。『
礼
記
』
が
『
明
堂
陰
陽
』
か
ら
月
令
説
（
す
な
わ
ち
『
明
堂
月
令
』
）
を

採
録
す
る
際
に
、
い
く
つ
か
の
字
句
を
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

三
、
『
洪
範
五
行
伝
』 

(

1) 

『
白
虎
通
義
』
災
変
に
『
尚
書
大
伝
』
と
し
て
『
洪
範
五
行
伝
』
の
字
句
が
引
用

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
漢
書
』
巻
三
十
六 

楚
元
王
伝 

賛
に
「
劉
氏
洪
範
論
發
明
大
傳
、

著
天
人
之
應
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
後
漢
の
時
に
は
『
尚
書
大
伝
』
に
収
録

さ
れ
て
通
行
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

(

2) 

『
史
記
』
や
『
漢
書
』
に
は
そ
う
し
た
記
述
が
な
く
、
管
見
の
限
り
、
こ
の
よ
う

な
説
を
確
認
で
き
る
の
は
南
北
朝
期
か
ら
で
あ
る
。『
宋
書
』
巻
三
十 

五
行
志
や
『
水

経
注
』
巻
五 

河
水
に
、
伏
生
が
『
尚
書
大
伝
』
を
著
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

(

3) 
『
廿
二
史
箚
記
』
巻
二
「
漢
儒
言
災
異
」。 

(

4) 
繆
鳳
林
「
洪
範
五
行
伝
出
伏
生
辨
」（
南
京
中
国
史
学
会
編
『
史
学
雑
誌
』
第
二
巻

第
一
期
、
一
九
三
〇
年
）、
徐
興
無
『
劉
向
評
伝
』（
南
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）

二
八
六
‐
二
九
〇
頁
、
陳
侃
理
「
（
「
《
洪
範
五
行
伝
》
与
《
洪
範
》
災
異
論
」
（
『
国
学
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研
究
』
第
二
六
巻
、
二
〇
一
〇
年
）。 

(
5) 
そ
も
そ
も
、
清
代
に
程
廷
祚
「
洪
範
五
行
伝
考
」
（『
青
渓
文
集
』
所
収
）
が
「
蓋

周
人
之
遺
書
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
漢
代
以
前
の
制
作
で
あ
る
可
能
性
す
ら
あ
る
。 

(

6) 
『
洪
範
五
行
伝
』
の
流
伝
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

『
漢
書
』
五
行
志
に
よ
れ
ば
、
前
漢
末
に
は
、
夏
侯
始
昌
・
夏
侯
勝
か
ら
優
秀
な
門

弟
の
み
に
伝
え
ら
れ
て
許
商
に
至
っ
た
系
統
、
劉
向
が
校
書
の
際
に
読
ん
だ
系
統
、
及

び
「
劉
歆
伝
」
の
三
系
統
が
あ
っ
た
。
前
二
者
の
テ
キ
ス
ト
は
一
致
す
る
が
、
劉
歆
伝

は
異
な
る
。
後
漢
末
に
は
鄭
玄
が
『
尚
書
大
伝
注
』
を
著
し
、
『
洪
範
五
行
伝
』
も
そ

の
中
に
含
ま
れ
た
。
こ
の
鄭
玄
注
の
テ
キ
ス
ト
は
、「
劉
歆
伝
」
で
は
な
く
、
許
商
系
・

劉
向
系
の
も
の
に
依
拠
し
て
い
る
。 

 
 

『
隋
書
』
巻
三
十
二 

経
籍
志
一
に
は
、
鄭
注
『
尚
書
大
伝
』
三
巻
、
劉
向
『
尚
書

洪
範
五
行
伝
論
』
十
一
巻
が
著
録
さ
れ
、
新
旧
唐
志
に
も
そ
れ
ら
が
見
え
る
。
だ
が
、

宋
代
に
は
す
で
に
鄭
注
本
の
完
本
は
な
く
な
り
、
劉
向
『
洪
範
五
行
伝
論
』
は
、
ほ
ぼ

全
篇
が
散
佚
し
て
い
た
と
い
う
（
北
宋
仁
宗
御
撰
『
洪
範
政
鑑
』
序
）
。『
四
庫
提
要
』

に
よ
る
と
、
清
代
に
『
尚
書
大
伝
』
は
杭
州
三
巻
本
・
揚
州
四
巻
本
の
二
種
の
テ
キ
ス

ト
が
伝
わ
り
、
後
者
は
『
洪
範
政
鑑
』
所
引
の
文
言
と
も
合
致
し
て
い
る
善
本
と
評
価

さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
も
輯
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。 

(

7) 

『
尚
書
大
伝
』
の
本
文
と
鄭
玄
注
を
蒐
集
し
た
輯
本
。『
左
海
文
集
』
に
収
録
さ
れ
、

四
部
叢
刊
初
篇
が
縮
印
し
て
い
る
。
な
お
、
陳
寿
祺
の
他
に
も
孫
晴
川
・
盧
見
曾
・
盧

文
弨
・
孔
広
林
が
輯
佚
・
校
訂
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
王
闓
運
『
尚
書
大
伝
補
注
』
・

皮
錫
瑞
『
尚
書
大
伝
疏
證
』
が
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
浜
久
雄

「『
尚
書
大
伝
』
考
」（『
東
洋
研
究
』
一
一
三
、
一
九
九
九
年
）
に
詳
し
い
。 

(

8) 

『
文
献
通
考
』
巻
八
十
八 

郊
社
考
二
十
一
・『
儀
礼
経
伝
通
解
続
編
』
巻
二
十
六

下 

因
事
之
祭
に
見
え
る
引
文
。
ま
た
、
『
続
漢
書
』
五
行
志
一 

劉
昭
注
の
引
く
建
武

二
年
尹
敏
上
疏
文
、
及
び
同
書
五
行
志
五 

劉
昭
注
の
引
く
永
建
元
年
張
衡
上
封
文
に

も
一
部
が
見
え
る
。 

(

9) 

『
漢
書
』
を
始
め
と
す
る
諸
正
史
の
五
行
志
に
見
え
る
。
な
お
、『
文
献
通
考
』
巻

八
十
八 

郊
社
考
二
十
一
や
『
続
漢
書
』
五
行
志
の
劉
昭
注
に
は
、
鄭
玄
注
が
引
か
れ

て
い
る
。 

(

10) 

『
儀
礼
経
伝
通
解
続
編
』
巻
二
十
六 

因
事
之
祭
に
見
え
る
。
ま
た
、『
文
献
通
考
』

巻
八
十
八 

郊
社
考
二
十
一
に
も
一
部
が
引
か
れ
て
い
る
。 

(

11) 

『
漢
書
』
を
始
め
と
す
る
諸
正
史
の
五
行
志
に
見
え
る
。
な
お
、『
続
漢
書
』
五
行

志
の
劉
昭
注
に
は
、
鄭
玄
注
が
引
か
れ
て
い
る
。 

(

12) 

明
の
黄
佐
『
六
芸
流
別
』
に
伏
生
の
文
と
し
て
引
か
れ
る
。
た
だ
、
ほ
と
ん
ど
の

字
句
は
、『
洪
範
五
行
伝
』
以
外
の
伝
世
文
献
に
見
出
せ
る
。
例
え
ば
、
東
方
・
南
方
・

西
方
・
北
方
の
地
理
・
朔
令
に
つ
い
て
は
『
淮
南
子
』
時
則
訓
及
び
「
王
居
明
堂
禮
」

（『
礼
記
』
月
令
篇
鄭
玄
注
所
引
）
に
、
季
節
を
迎
え
る
礼
楽
に
つ
い
て
の
部
分
は
『
皇

覧
』
（
『
続
漢
書
』
祭
祀
志 

劉
昭
注
所
引
）
に
共
通
の
字
句
が
あ
る
。
第
五
章
第
二
節

に
詳
論
す
る
。 

(

13) 

「
呂
氏
春
秋
十
二
紀
首
章
の
成
立
」、『
五
行
思
想
と
禮
記
月
令
の
研
究
』
、
汲
古
書

院
、
一
九
七
一
年
。 

(

14) 

第
五
章
第
二
節
を
参
照
。 

(

15) 

「
時
則
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
の
は
、
必
ず
し
も
す
べ
て
が
発
生
す
る
わ
け
で

は
な
く
、
発
生
し
な
い
も
の
が
あ
っ
た
り
、
発
生
に
前
後
が
あ
っ
た
り
す
る
た
め
で
あ

る
と
い
う
（『
漢
書
』
巻
二
十
七
中
之
上 

五
行
志
中
之
上
引
「
説
曰
」）。 

妖
は
、
草
木
の
類
に
異
変
が
起
こ
る
こ
と
。
災
異
が
生
ま
れ
始
め
た
ば
か
り
（「
夭

胎
」）
で
、
非
常
に
軽
微
な
段
階
（
同
引
「
説
曰
」）
。
た
だ
し
、
実
際
に
は
「
服
妖
」「
詩

妖
」「
鼓
妖
」
な
ど
、
草
木
に
限
ら
ず
、
非
生
物
に
関
す
る
異
変
も
含
ま
れ
る
。 

孽
は
、
動
物
の
類
に
異
変
が
起
こ
る
こ
と
。
災
異
の
芽
生
え
始
め
（
「
牙
孽
」
）
で
、

「
妖
」
よ
り
も
段
階
が
進
ん
で
い
る
（
同
引
「
説
曰
」）。 

禍
は
、
家
畜
に
異
変
が
及
ぶ
こ
と
。
災
異
が
顕
著
と
な
る
段
階
（
同
引
「
説
曰
」
）
。 

痾
は
、
程
度
が
よ
り
一
層
進
み
、
異
変
が
人
に
至
る
こ
と
（
同
引
「
説
曰
」
）
。
な
お
、

鄭
玄
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
痾
、
病
也
」
と
注
す
る
（
『
続
漢
書
』
五
行
志 

劉
昭
注
引
『
尚

書
大
伝
』
洪
範
五
行
伝 

鄭
玄
注
）。 

眚
は
、
異
形
の
も
の
が
生
じ
る
こ
と
（
同
引
「
説
曰
」）。 

祥
は
、
外
地
の
も
の
が
到
来
す
る
こ
と
（
同
引
「
説
曰
」）。 

(

16) 

例
え
ば
、
井
上
聰
氏
に
よ
れ
ば
、
古
代
か
ら
犬
を
殺
し
て
風
を
静
め
た
り
疫
気
を

防
い
だ
り
す
る
儀
式
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
犬
を
五
行
の
金
と
し
て
考
え
る
認
識
を
見
出

せ
る
と
い
う
（
「
殷
墓
腰
坑
犬
呪
術
と
陰
陽
五
行
」
、
『
古
代
中
国
陰
陽
五
行
の
研
究
』
、

翰
林
書
房
、
一
九
九
六
年
）
。
果
た
し
て
犬
を
金
に
配
当
し
た
た
め
に
こ
れ
ら
の
儀
式

が
行
わ
れ
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
習
慣
を
敷
衍
し
て
犬
に
金
を
当
て
る

発
想
が
自
然
に
生
ま
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 

(

17) 
「
沴
」
に
つ
い
て
方
位
へ
の
配
当
の
意
識
が
見
出
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、
こ
こ
で

も
お
そ
ら
く
は
、
「
貌
―
―
東
」
「
視
―
―
南
」
「
言
―
―
西
」
「
聴
―
―
北
」
「
思
心
―

―
中
央
」
と
い
う
配
当
が
あ
り
、
東
・
南
・
西
・
北
・
中
央
の
順
に
従
っ
て
五
事
を
貌
・

視
・
言
・
聴
・
思
心
の
順
に
並
べ
、
最
後
に
皇
極
を
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 
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『
洪
範
五
行
伝
』
は
、
前
述
の
通
り
、「
木
←
→
金
」「
水
←
→
火
」
の
よ
う
に
四
方

位
で
表
し
た
場
合
に
向
か
い
合
う
二
者
の
間
に
「
沴
」
を
設
定
し
、
「
土
」
を
中
央
に

置
い
た
。
こ
れ
は
、
五
行
相
勝
が
「
木
勝
土
」
「
土
勝
水
」
と
し
て
木
と
水
と
の
間
に

土
を
置
い
て
い
る
の
と
は
異
な
る
。
同
様
に
、
祭
祀
を
行
う
べ
き
月
に
つ
い
て
の
説
で

も
、
月
令
が
夏
（
火
）
と
秋
（
金
）
の
間
に
中
央
（
土
）
を
置
く
の
と
は
異
な
り
、
思

心
（
土
）
は
視
（
火
）
と
言
（
金
）
と
の
間
に
は
配
置
さ
れ
な
い
。
五
行
相
勝
説
や
月

令
説
よ
り
も
、
土
の
特
殊
性
が
高
く
保
た
れ
て
い
る
と
謂
え
よ
う
。 

な
お
、
愈
正
燮
は
『
洪
範
五
行
伝
』
が
亥
正
を
用
い
て
い
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
言
う
「
二
月
・
三
月
」
は
夏
正
の
十
一
月
・
十
二
月
に
、
「
四
月
・
五
月
」
は

夏
正
の
一
月
・
二
月
に
当
た
る
と
い
う
（
『
癸
巳
類
稿
』
巻
十
）
。
愈
氏
の
言
う
通
り
だ

と
し
て
も
、
や
は
り
月
令
と
は
合
致
し
な
い
。 

(

18) 

『
漢
書
』
巻
二
十
七
中
之
上 
五
行
志
中
之
上
「
孝
武
時
、
夏
侯
始
昌
通
五
經
、
善

推
五
行
傳
、
以
傳
族
子
夏
侯
勝
、
下
及
許
商
、
皆
以
教
所
賢
弟
子
」 

(

19) 

『
漢
書
』
巻
七
十
五 

夏
侯
勝
伝
「
會
昭
帝
崩
、
昌
邑
王
嗣
立
、
數
出
。
勝
當
乗
輿

前
諫
曰
、
天
久
陰
而
不
雨
、
臣
下
有
謀
上
者
、
陛
下
出
欲
何
之
。
…
…(

中
略)

…
…
勝

對
言
、
在
洪
範
傳
曰
、
皇
之
不
極
、
厥
罰
常
陰
、
時
則
有
下
人
伐
上
。
惡
察
察
言
、
故

云
臣
下
有
謀
」
、
巻
八
十
一 

孔
光
伝
「
會
元
壽
元
年
正
月
朔
日
有
蝕
之
、
後
十
餘
日
傅

太
后
崩
。
是
月
徴
光
詣
公
車
、
問
日
蝕
事
。
光
對
曰
、
臣
聞
、
日
者
、
衆
陽
之
宗
、
人

君
之
表
、
至
尊
之
象
。
君
德
衰
微
、
陰
道
盛
彊
、
侵
蔽
陽
明
、
則
日
蝕
應
之
。
書
曰
、

羞
用
五
事
、
建
用
皇
極
。
如
貌
言
視
聽
思
失
、
大
中
之
道
不
立
、
則
咎
徵
薦
臻
、
六
極

屢
降
。
皇
之
不
極
、
是
爲
大
中
不
立
、
其
傳
曰
、
時
則
有
日
月
亂
行
、
謂
朓
・
側
匿
、

甚
則
薄
蝕
是
也
。
又
曰
、
六
沴
之
作
、
歳
之
朝
曰
三
朝
、
其
應
至
重
。
乃
正
月
辛
丑
朔

日
有
蝕
之
、
變
見
三
朝
之
會
。
上
天
聰
明
、
苟
無
其
事
、
變
不
虚
生
…
…
」 
孔
光
は
、

父
の
孔
霸
が
夏
侯
勝
か
ら
教
え
を
受
け
、
そ
れ
を
伝
授
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
大

夏
侯
尚
書
に
通
じ
、
許
商
と
並
び
称
さ
れ
た
（『
漢
書
』
巻
八
十
八 

儒
林
伝
）。 

(

20) 

王
鳴
盛
は
、
欧
陽
・
大
小
夏
侯
が
博
士
官
に
立
て
ら
れ
、
そ
こ
で
『
洪
範
五
行
伝
』

の
説
も
講
習
さ
れ
た
と
考
え
る
が
（
『
十
七
史
商
榷
』
巻
十
三
）
、
そ
の
よ
う
な
記
述
は

『
漢
書
』
か
ら
見
出
せ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
欧
陽
尚
書
は
『
洪
範
五
行
伝
』
と
関
わ
り

を
持
た
な
い
。
陳
侃
理
氏
は
、
『
洪
範
五
行
伝
』
は
夏
侯
尚
書
の
少
数
の
学
者
た
ち
の

中
で
の
み
伝
え
ら
れ
、
後
に
劉
向
が
世
に
出
し
た
と
考
え
る
（
「
《
洪
範
五
行
伝
》
与
《
洪

範
》
災
異
論
」
、
『
国
学
研
究
』
第
二
十
六
巻
、
二
〇
一
〇
年
）
。
陳
氏
の
説
が
妥
当
で

あ
る
。 

 

小
結 

(

1) 

逆
に
、
儒
家
説
に
吸
収
さ
れ
て
い
な
い
五
行
説
に
つ
い
て
は
、
劉
向
・
劉
歆
は
あ

ま
り
論
じ
て
い
な
い
し
改
造
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
月
令
以
外
の
系

統
の
時
令
説
や
、
あ
る
い
は
医
家
に
よ
る
五
臓
配
当
も
前
漢
期
に
は
既
に
行
わ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
が
（
山
田
慶
児
氏
の
「
医
学
の
伝
授
」（『
夜
鳴
く
鳥
』、
岩
波
書
店
、

一
九
九
〇
年
）
や
「
九
宮
八
風
説
と
「
風
」
の
病
因
論
」
（
『
中
国
医
学
の
起
源
』
、
岩

波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
）
、
劉
向
・
劉
歆
が
こ
れ
ら
に
つ
い
て
留
意
し
た
痕

跡
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
し
、
後
漢
期
に
は
、
医
学
に
於
け
る
五
行
配

当
も
儒
家
た
ち
に
よ
る
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。 

(

2) 

第
五
章
第
二
節
に
て
詳
論
す
る
。 

   


